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月
三
十
一

7
ア
リ
ノ
ヤ
は
士
正
子
供
の
盟
鴨
一
っ
た
と
申
し
て
い
ま
す
。
ジ

7
ア
一
十
月
二
十
六
腎

れ
日
日
明
確
一
に
来
る
病
気
で
嵐
清
療
法
夏
見
一
リ
ヤ
の
予
仲
間
注
射
が
緩
め
て
喜
一
時
一
一
一
一
一
一

γ富
士
見
小
惑
校

一
さ
れ
訟
か
っ
た
品
目
は
、
と
の
病
気
一
で
あ
る
と
と
は
患
者
が
減
少
ナ
る
一

し
て
競
割
出
し
た
一
一
一
市
役
所
衛
生
課
飴

一
に
か
主
っ
た
子
供
の
五
鋭
か
ら
六
一
と
と
で
分
静
ま
ず
。
一

と
の
名
簿
は
十
一
一
一

A
毎
日
午
前
九
時
2

午
後
三
待
迄

一
部
ま
で
死
亡
す
る
程
恐
ろ
し
い
務
一
数
年
前
ま
で
は
ン

7

ア
ザ
ヤ
の
予
一

一
月
五
日
か
ら
一
一
一
二
、
予
防
注
射
犬
の
範
囲
崩

日
目
立
一
続
出
…
…
均
一
一
括
一
一
一
一
一
耕
一
脱
出
一
一
段
伝
説
盟
問
慎

一
十
九
時
一
一
同
店
長
生
一
一
一
一
一
一
一
脱
出
一
一
一
一
部
一
射
器

て
い
る
浩
一
一
一

を
う
一
も
減
り
ま
せ
ん
も
そ
と
で
今
度
は
一
注
射
も
人
に
よ
っ
て
は
注
射
部
位
一
備
考

か
見
て
T
d

い
一
な
ん
曹
と
か
し
て
患
者
を
隠
さ
及
、
一
が
赤
く
ま
れ
た
り
熱
が
似
た
れ
と
践
一

L

営
自
は
構
隠
に
係
ら
や
行
い

選
一
挙
管
理
委
員
一
よ
う
に
予
防
す
る
方
法
は
な
い
仙
一
痛
や
は
判
事
選
す
と
曹
と
も
あ
れ

ν
一
ま
す

舎
で
は
御
承
知
一

ξ
各
国
出
の
営
者
逮
が
色
え
樹
祭
し
一
ま
す
が
一
一
、
一
一
百
で
た
お
り
ま
す
一
弘
犬
を
よ
く
抑
へ
ら
れ
る
賓
が

の
通
り
各
調
査
一
た
結
果
、
現
在
五
百
々
が
使
っ
て
い
一
予
防
接
態
訟
で
は
生
後
六
ク
月
一
つ
れ
て
来
る
と
と

提
訴
守
一
る
ジ

7
7

ヤ
ト
キ
ソ
イ
ず
が
後
一
か
ら
一
年
ま
で
の
郊
に
初
限
免
疫
一
主
宰
調
査

ょ
一
見
さ
れ
ま
し
た
、
と
れ
を
用
い
て
一

8
1

六
議
、
関
筋
で
一
一
一
回
投
一

f

生
二
ヨ

っ
て
望
普
通
一
予
防
注
射
を
始
め
て
か
ら
患
者
の
一
射
〉
&
受
け
更
に
小
学
校
へ
入
学
一
御
知
ら
せ

査
役
行
い
軽
減
一
帯
回
全
は
非
常
に
少
く
な
争
、
小
児
一
ず
る
抽
出
と
小
学
校
を
卒
業
す
る
前
一
来
る
十
一
月
一
日
開
設
立
以
て
赫

又
は
聾
悲
喜
一
科
の
先
生
で
さ
え
シ
ブ
テ
リ
ヤ
の
一
広
滋
刻
一
免
疫
二
回
注
射
〉
を
受
一
奈
川
間
脚
下
一
斎
に
住
宅
一
調
奈
が
突

い
つ
も
り
で
御
一
患
者
段
忘
れ
に
よ
う
に
飛
な
く
な
一
げ
る
よ
う
に
怠
っ
て
お
り
ま
す
。
一
線
キ

C
れ
ま
す
。

座
震
ま
す
が
二
一
一一

2
3

一
と
の
調
官
官
は
懸
と
市
の
合
同
調
査

臆
念
の
た
め
縦
一
線
兆
糸
川
同
ぬ
ザ
相
六
日
吋
一

一
声
万
一
で
あ
り
、
住
宅
の
実
態
を
犯
援
し

筆
書
室
一
目
一
ト
リ
ド

v
f

一
て
住
宅
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
配

毒
震
い
た
一
審
鶴
騒
露
草
ン
教
富
島
務
官
民
的
で
実
施
Z

の
で
す

い
と
存
し
ま
す
一
説
書

J
4
3
E
3
4
4

一

一

j
e
M
1
d

宇

4

一
ま
し
で
も
決
し
て
税
金
の
お
象
ξ

万
一
段
洩
又
一
今
般
紳
奈
川
燃
で
は
、
国
外
及
顕
一
を
添
付
の
と
正
一
か
、
そ
の
他
一
個
人
の
利
容
に
関
係

は
談
議
等
が
あ
一
色
ド
出
聞
く
紹
介
安
望
夕
る
た
め
、
一
一
、
入
選
後
世
袋
一
ず
る
等
の
事
は
一
切
法
律
で
禁
ぜ

っ
た
場
合
段
、
一
勝
下
の
風
景
、
風
俗
、
民
一
録
、
行
一
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日
一
ら
れ
て
札
す
ま
す
の
で
、
事
実
あ

と
の
綴
関
内
に
一
等
珍
物
箆
等
の
優
秀
な
る
勾
震
を
二
、
時
問
先
横
浜
市
中
区
日
本
大
一
り
の
ま

i
Aを
申
告
し
て
下
さ
い
。

兵
器
耐
の
申
立
が
一
カ
メ
ラ
7

ア
シ
の
方
々
よ
り
募
集
遜
り
一
ノ
一
一

応
策
ま
ず
か
ら
一
し
も
コ
ン
ク
ー
ル
や
一
行
ひ
ま
す
。
紳
奈
川
懸
観
光
擦
の
実
上

先
月
号
に
で
も
一
と
れ
ら
の
作
品
を
ゐ
持
ち
の
方
は

申
上
げ
ま
し
た
一
審
っ
て
参
加
さ
れ
る
よ
う
姿
墜
致

遜
り
選
挙
権
を
一
し
ま
す
。

行
使
す
る
僚
件
一
癒
義
規
定

の
骨
盤
本
名
簿
に
一
一
、
最
近
一
ク
年
以
内
の
も
の
で

登
載
さ
れ
て
怒
一
線
募
者
の
版
権
の
あ
る
作
品
じ
線

る
こ
と
を
磁
認
一
昔
ま
ず
@

し
て
下
さ
る
と
一
て
融
開
朝
間

L
'」
を
御
願
致
し
一
月
十
日

i:' 

9 

(平塚市秘欝諜統計係)
死海
0.17 

死亡
0.77 

応急
2.09 

昭
和
二
十
六
年
十
一
一

平
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舷

全会全会会

制
内
向
審
問
問

小
山
番
湧

平
凡
一
舷

一
名

五
0
・

0
0
0
月

一
一
名

一
O
B
0
0
0
月

五
名五

、
0
0
0
月


